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期

機
関
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義 

 

提供機関：金沢大学

科
目
名 

ゼミ／角間の里山づくり 秋編 
復習用ビデオの録画・配信

－ 
開講期間 10月7日 ～ 11月25日 

英文科目名 Semi/Satoyama Promotion Seminar in Kakuma, 
Autumn 

モバイル配信授業

－ 
開講時間 水曜日 第4講時 14：45 ～ 16：15 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 佐川 哲也 
ｅラーニング

－ 
開講場所 金沢大学 創立50周年記念館（角間の里） 

単位数 1単位 

定員数 15名 

特別聴講学生等定員 若干名 

科目等履修生定員 若干名 

シティカレッジ聴講生定員 

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 
レポート及び取り組み課題の成果によって評

価する。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

   
教員の 

指示に従う
9,800円 28,200円 14,800円 

教員の 

指示に従う
 

科
目
の
内
容 

 授業は，創立五十周年記念館「角間の里」において行う講義と角間キャンパス内の里山で行う里山づくり体

験から構成する。 

 角間キャンパス内で実施する里山づくり活動は，各種の里山活動のほか，受講学生のアイデアを生かした独

自の里山づくり活動を行う。 

 毎回の授業終了後には，授業記録を作成するとともに，その日の授業主題に関連した小課題に取り組む。 

秋期の活動内容は次の活動を含む。 

 里山歩き，植物観察，ドングリ拾い，野鳥観察，竹の伐採，雑木の伐採，こけ玉つくりなど。 

 また，次の内容について講義する。 

 「角間里山自然学校の理念と活動」「里山の文化的意義」 

その他特記事項 

里山で活動できる服装で

参加すること 

授業担当教員紹介 URL  

ホームページ・メールアドレス等 E－mail sagawa@ed.kanazawa-u.ac.jp 

 

提供機関：北陸先端科学技術大学院大学

科
目
名 

ナノバイオテクノロジー論（実習付） 
復習用ビデオの録画・配信

－ 
開講期間 10月12日 ～ 12月4日（試験期間含む） 

英文科目名 Study on Nanobiotechnology with Training 
Course 

モバイル配信授業

－ 
開講時間 火曜日 第4～5時限 15：20 ～ 18：50 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 芳坂，渡邉，高村（禅） 
ｅラーニング

－ 
開講場所 

北陸先端科学技術大学院大学 

マテリアルサイエンス系講義棟 

単位数 2単位 

定員数 5名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 
授業への貢献度（10％），レポート（90％） 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：北陸先端科学技術大学院大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

    9,800円 28,200円 29,600円  10,000円 

科
目
の
内
容 

目的：遺伝子の解析と発現，ナノバイオデバイスに関する基礎的な知識と技術を修得する。学修によって，分子生物学分野の基礎的な技術が修得できる。
内容：遺伝子を解析する方法について，遺伝子増幅，タンパク質発現，バイオ流体チップデバイスの作成などの実習を通して学修する。 
1 遺伝子とタンパク質発現（講義） 
  遺伝子の機能について，タンパク質発現との関連性の観点から概説する。 
2 ナノバイオデバイス（講義） 
  ナノバイオチップと医療の関わりについて展望し，またチップの作成技術を学ぶ。 
3-4 遺伝子増幅と解析（実習） 
  DNA 断片を増幅し，電気泳動により解析する。 
5-6 遺伝子の発現（実習） 
  増幅した DNA からタンパク質を発現させる。 
7-8 タンパク質解析（実習） 
  発現させたタンパク質を解析する。 
9-10 光リソグラフィー（実習） 
  DNA トラップ抽出チップをクリーンルーム内で実際に作成する。 
11-12 PDMS デバイス（実習） 
  前回に引き続き作成作業を行う。 
13-14 DNA トラップ（実習） 
  作成したナノバイオチップを用いて，DNA のトラップ実験を行う。 

その他特記事項 

大学院科目 

・特別聴講学生は，大学

院生のみとする。 

・科目等履修生は，大学

を卒業した者とする。

・連携機関所属の学部学

生は，特別学修生とし

て受け入れる（単位は

修得できない）。 

授業担当教員紹介 URL https://www.jaist.ac.jp/areas/materials-science.html 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail city-nanobio@jaist.ac.jp 
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